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連絡先；静岡大学理学部附属放射科学研究施設、大矢恭久 

平成平成平成平成２２２２１１１１年度年度年度年度原子力人材育成プログラム原子力人材育成プログラム原子力人材育成プログラム原子力人材育成プログラム成果報告書（概要版）成果報告書（概要版）成果報告書（概要版）成果報告書（概要版） 
 
原子力教育支援プログラム（経済産業省） 

静岡大学 

理学部；奥野健二、大矢恭久 
 

<提案事業概要> 

本事業では、平成２０年度原子力人材育成プログラム・原子力研究促進プログラム「学

生提案型放射線管理実習プログラム」において構築した放射線管理実習プログラムを器

として、さらに発展的に放射線のみならず原子力をも含めた新しい放射線管理実習プロ

グラムを構築・実践することにある。これまでの放射線の基礎知識を教授するだけに留

まらず、原子力における放射線・安全管理のあり方や原子力の仕組み、しいてはエネル

ギー・環境問題を克服するためには原子力はどうすべきかを座学のみならず学生自らが

行動を起こし、その解決方法を見いだし、原子力やエネルギー問題と自分の将来とを密

接に関連づけて考えることができる人材を育成する。  

 

１．目的・背景 

・本学では理学部附属放射科学研究施設を中心に放射線安全を含む放射科学教育を特徴ある教育の一

環として実施してきている。 

・放射線取扱主任者試験への積極的な受験を学生に喚起し、これまでに 40名を超える学生がすでに

大学在学中に本試験に合格しており、放射線・放射能への興味が高い。 

・平成 20年度原子力人材育成プログラム・原子力研究促進プログラム「学生提案型放射線管理実習

プログラム」において、放射線管理実習の実習課題の充実化を図ることができた。 

・原子力系産業への人材需要に応え、工学系学生とは異なる理学的視点を有する学生への原子力産業

への興味を引き出すために本学のカリキュラム中の実習科目である放射線管理実習に発電所で学ぶ

実習課題を加える。 

・本事業において、種々の原子力施設を訪問し、実際に原子力の現場を体感し、原子力産業への興味

を引き出す。 

・エネルギー・環境問題と自分の将来との密接に関連づけ、自らがなすべき役割や将来への展望を導

き出す。 

 

２．実施概要 

・二回（前期・後期）の放射線管理実習への学生の参加募集と動機付けをために、原子力研究開発の

専門家を招聘し、二回の講演会（全３回のうちの２回、前期 148 名、後期 88 名参加）を開催した。 

・大学院生が中心となり放射線管理実習参加学生への原子力施設見学のための事前学習・事後学習を

実施し、大学院生のスキルアップと学部学生の理解度を高めた。 

・前期の参加学生には九州電力玄海原子力発電所および日本原燃株式会社を訪問し、PWR やプルサー

マルの進め方および核燃料サイクルの現状について学習した。（参加学生 28 名） 

・後期の参加学生には関西電力美浜原子力発電所と日本原子力研究開発機構「もんじゅ」および東京

電力柏崎刈羽原子力発電所を訪問し、原子力事故と安全への努力、高速増殖炉の開発現状および原子

力発電所における地震対策について学習した。（参加学生 28名） 

・中部電力浜岡原子力発電所の協力を得て、放射線管理実習の 1日分の実習課題を浜岡原子力発電所

内で実施した。（参加学生前期 26名、後期 26名） 

・まとめの講演会（全３回のうちの１回）を開催し、原子力研究の専門家から講演してもらうととも

に、放射線管理実習参加者から原子力施設見学の報告会を行った。また、放射線管理実習の講評とし

て放射線研究の専門家および中部電力浜岡原子力発電所での放射線管理実習に立ち会った講師から

講評をしていただき、放射線管理実習の意義と学生の将来へ向けての期待について意見交換した。（参

加学生 60 名） 

     

 

連絡先；静岡大学理学部附属放射科学研究施設、大矢恭久 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

九州電力玄海原子力発電所訪問 

PWR のしくみとプルサーマルに向け

た取り組みについて学習した。 

日本源燃株式会社訪問 

核燃料サイクルのしくみと現状について

学習した。 

日本原子力研究開発機構もんじゅ訪問 

高速増殖炉のしくみと現状について学

習した。 

東京電力柏崎刈羽原子力発電所訪問 

原子力発電所における地震対策と地震

による影響について学習した。 

第一回講演会の冒頭で挨拶する興直孝

静岡大学長 

第一回講演会において満席の講義室 

     

 

連絡先；静岡大学理学部附属放射科学研究施設、大矢恭久 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
３．成果 

・放射線管理実習に新たに浜岡原子力発電所で実施するための４つの課題を設定し、追加することが

できた。これまで原子力発電所では見学や簡単な放射線教室が主であったが、今回初めて大学のカリ

キュラムの一環となる課題を作成することができた。 

・原子力施設訪問では、普段立ち入ることに許可されない現場まで見学することができ、学生への原

第二回講演会で放射性廃棄物処分につ

いて講演する松田美夜子原子力委員 

中部電力浜岡原子力発電所内で実施した放射線管理実習風景（管理区域内

での放射線管理、気体廃棄物濃度管理、運転訓練シミュレータを使った原

子炉の制御、環境放射線測定） 

第三回講演会でアジアにおけるエネルギー

問題について講演する田中知東京大学教授 

     

 

連絡先；静岡大学理学部附属放射科学研究施設、大矢恭久 

子力への興味向上につながった。 

・原子力施設訪問では事前および事後に大学院生を中心とした勉強会を実施したため、施設訪問学生

の目的意識を高めることができたとともに、理解度が一般の見学と比べて高いように感じられた。ま

た、予定時間を超えても質問が続き、学生の興味の高さがうかがえた。 

・中部電力浜岡原子力発電所における放射線管理実習では、放射線管理手法を学ぶとともに、実際に

発電所の中での放射線管理の考え方や職員の意識を学生が直接肌で感じる機会をもつことができ、と

ても貴重な経験になったという感想が多かった。 

・エネルギー問題と原子力を結びつけられ、そのための放射線安全の意義を講演会や実習を通して理

解させることができた。また、理学系学生にも原子力において重要な役割があることを理解させるこ

とができた。 

 

４．取組の評価と今後の展開 

・原子力・放射線の専門家を招聘し、エネルギー・環境問題から放射線リスク、放射性廃棄物の処理

処分そしてアジアにおけるエネルギー問題と理学系学生の役割について講演会を開催し、理学系学生

が原子力にどのように期待され、自らの役割や原子力への興味を引き出すことができた。 

・発電所内で放射線管理実習を実施するカリキュラムを構築し、実践することができたとともに、従

来の大学内だけの放射線管理実習よりもより深く実践的な実習を実施することができた。 

・平成 20年度からの 2年間の原子力人材育成プログラムを実践し、放射線取扱主任者に約 20 名合格

することができ、継続的に合格者を輩出することができた。また、本年度は実際に原子力人材育成プ

ログラムに参加した学生が電力会社（これまでは原子力系研究機関や原子力系企業）へ内定すること

ができ、原子力人材育成プログラムの効果が出つつあることが示された。 

・今後は本プログラムで構築したカリキュラムを精査し、この取り組みを継続するとともに、原子力

への興味をさらに引き出したい。 

・また、放射線取扱主任者試験に合格した学生に対して原子力業界への興味を引き出すために、主任

者試験合格者に対して世界的視野に立ったエネルギー・原子力・放射線の問題とその解決への取り組

みに対する教育・研究を奨励し、次代を担う原子力人材の育成に努めたい。 

 

５．添付資料 

1)放射線管理実習テキスト、静岡大学理学部編 

 

６．文献 

1)日本原子力学会編：原子力がひらく世紀 (東京印書館、東京、1998)． 



【【【【農業環境教育プロジェクトの内容農業環境教育プロジェクトの内容農業環境教育プロジェクトの内容農業環境教育プロジェクトの内容】】】】
Ⅰ 体験フェーズ
１年目は大代地区で年間６回10日間の農村体験（うち４回は１泊２日）を行います。

Ⅱ 課題探求フェーズ

２年目は１年目と同様の農村体験を継続しながら、一方で学生５～６名と地区住民と
でチームを作り、地区の具体的な問題とその解決法を考えていきます。

Ⅲ 環境リーダー養成フェーズ
課題探求フェーズを終了した学生は、農村体験コーディネーターとして体験フェーズや
課題探求フェーズの学生にアドバイスを行い、地区住民とのコミュニケーションの手助

けをします。また、課題探求フェーズで自らが提案した問題解決策の実施を試みます。

現代ＧＰ（現代的教育ニーズ取組支援プログラム）

静岡市中山間地域における農業活性化
～「一社一村しずおか運動」に連結する農業環境教育プロジェクト～
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環境リーダー養成フェーズ

フィールド系基礎科目

フィールド系専門科目

卒業研究

まず体験する

援農リーダー
完成

農村はたいへん

問題はないか？

問題発見！

解決に挑戦

ステージクリア！
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農地計画室
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社会貢献

地域活性化

【概要概要概要概要】】】】
過疎村が抱える問題の解決のために、静岡県は全国に先駆けて「一社一村し
ずおか運動」を展開しています。このプロジェクトでは静岡大学が一社となり、
静岡市梅ヶ島大代地区と連携します。学生は大代地区で農村生活や農作業
の体験を通して中山間地域の問題を学びます。３年間で30日以上の農村体験
を通して、農村生活のたいへんさと豊かさを肌で感じながら、農作業や地区住
民との話しの中から課題を見出していきます。
一方の大代地区では、若い学生が定期的に来ることで、世代を越えた交流
が活発となり、活気がでてきました。地区の人たちは、学生が社会に出たとき

この農村体験を生かして、さまざまな場面で活躍してくれることを望んでいます。
この農業環境教育プロジェクトは、平成19年度「現代的教育ニーズ取組支援
プログラム」として文部科学省により選定されました。

認定

認定

認定

【農業環境リーダーとは？】
日本の農村では過疎化や高齢化が進み、さまざまな問
題が起こっています。３年間の農村体験学習で、これら
の問題を肌で感じ、地区住民の目線で課題を捉えなが

ら、将来の日本の農業や農村環境に関する問題に取り
組むための素養を育てていきます。その素養を身に着
けた学生に、農業環境リーダーの称号を授与します。

現代ＧＰ（現代的教育ニーズ取組支援プログラム）

静岡市中山間地域における農業活性化
～「一社一村しずおか運動」に連結する農業環境教育プロジェクト～
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３年間の農村実地体験で
ステップアップ実施組織





文部科学省大学院文部科学省大学院文部科学省大学院文部科学省大学院GPGPGPGP（（（（H20H20H20H20〜〜〜〜22222222年度）年度）年度）年度）

マニフェストに基づく実践的ＩＴ人材の育成マニフェストに基づく実践的ＩＴ人材の育成マニフェストに基づく実践的ＩＴ人材の育成マニフェストに基づく実践的ＩＴ人材の育成
静岡大学静岡大学静岡大学静岡大学 情報学研究科修士課程情報学専攻情報学研究科修士課程情報学専攻情報学研究科修士課程情報学専攻情報学研究科修士課程情報学専攻

自然系教育部博士課程情報科学専攻自然系教育部博士課程情報科学専攻自然系教育部博士課程情報科学専攻自然系教育部博士課程情報科学専攻

教員

アドバイザリー会議学生
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■工学部で国立大学初の“秋季入学式”－NIFEE プログラムスタート－ 

 

平成２１年１０月６日（火）に浜松キャンパス佐鳴会館において、NIFEEプログラム

履修学生の秋季入学式が行われました。正規の学部学生の秋季入学は、国立大学では初

めてのことです。(NIFEE：National InterFacing Engineers Education／NIFEEプログラムの詳細

はこちら→（英文）http://www.eng.shizuoka.ac.jp/english/NifeeTop.html 

今回入学したのは、ベトナムのフエ市から来日した３名で、ホアンさん、グェンさん

は電気電子工学科、チュオンさんは物質工学科を専攻。３名とも、本学とフエ市との教

育交流協定(平 20.11 締結)に基づいて推薦・派遣され、入学検定料、入学料、授業料は免

除されることになっており、こうした現地自治体（フエ市及びフエ省）との学部留学生

の派遣協定についても、国内では初の取り組みです。 

式では、まず、ご臨席賜りました、本学との結びつきが強い地元有力企業の方々、本

学のフエ連絡事務所設置をはじめ、このたびの 

NIFEE プログラムによる学生受入れにあたり、 

現地でご尽力いただいた、「ベトナムの『子どもの 

家』を支える会」代表小山道夫様、同じく秋季入学 

導入にご尽力いただきました、本学の前学務部長で、 

現金沢大学学生部長の車谷芳隆様が紹介されました。 

続いて、興学長から、ホアンさんら３名に対して 

入学が許可され、式辞では、「豊かな自然に恵まれ、 

歴史的な文化の集積もあるこの静岡の地で、静岡と浜松の両キャンパスの友人たちと、

こうした静岡の自然や文化に浸り、広くつながりあった人間関係を形成しつつ、大きな

夢を描き、その成就に向けて、チャレンジしていくことを期待しています。」と、３人

へのメッセージが贈られました。 

最後に、入学生宣誓が行われ、ホアンさん、チュオンさんから日本語で、これからの

就学への決意が述べられました。（グェンさんは体調を損ね、欠席されました） 

なお、式には、同国から本学に留学中の学生も多数列席され、二人の様子を見守りま

した。また、入学式に続いて、工学部会議室において、新入生と来賓の方々、工学部教

員、在学生を交えて、懇談会が開催されました。 

（2009.10.6 総務部総務･企画チーム） 

 

 

 

 

 

 

 

▼入学式会場内 

 

▲入学生宣誓 

http://www.eng.shizuoka.ac.jp/english/NifeeTop.html
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学際科目「ベトナムに学ぶ」のこと 

 

                       大学教育センター  芳賀 直哉 

 

２００９年８月７日から１３日まで、「ベトナムに学ぶ」の現地実習と引率担当者と

してフエ市に行きました。なお、国名表記は「ヴェトナム」がより正確と思いますが、

一般的通用の「ベトナム」とします。 

シラバスでは当初１５名定員で履修受付をして１６名の登録があったものの、実際に

参加したのは、人文・理・工・農の２～３年生１２名でした。定員１５名としたのは、

受入側および引率のキャパシティの点からです。 

教養科目である学際科目として、講義と実習を合わせた講義形態をとる授業は初めて

であるばかりか、授業のほんどを外国で実施したことも最初のことです。

 
（後ろ向きの方が小山先生） 

 

このような異例ずくめの授業をなぜ企画・実施したのか、先ずは開講の経緯から紹介

しましょう。 

 

１）９月入学制度導入との相対（あいたい）としての企画 

 2009 年度９月に、工学部は新入学制度を実施し、現に３名の学生がベトナムのフエ

からやって来ます。受け入れるだけでなく、静岡大学からも相手国に出かけていってそ

の国のことを学ぶ講義が開設できないかと、車谷前学務部長から計画を打診されたのが、

昨年秋口のことだったと記憶しています。そのとき、９月入学制度との相対企画として

文科省へ説明するためで、大学執行部からの要請でもあると伺いました。 

本学の学生達が東南アジアから、しかも現地に出かけていって学ぶ意義は大いにある

と思い、さっそく開設のための準備にとりかかりました。そのときのわたしの想いは、

こうした科目を通じて学生間の相互交流を少しでも促進し、併せて学生の国際感覚を養

う機会となるのではないかというものです。なぜベトナムなのかという点ですが、同国

フエ市には９月入学制度実施のために本学の連絡事務所がすでに開設されており、受入

体制があったということが決め手でした。こうして、所長である小山道夫さんが来校さ

れたとき、科目の目的とか講義や実習の内容等を協議して、以下に紹介する授業内容の

骨子を作成しました。 
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○ 学際科目「ベトナムに学ぶ」 実施案 

１ ２００９年度（平成 21年度）前期 夏期集中開講（2009/8/7～8/13）   

２ 科目責任者  芳賀 直哉 

３ 科目担当者  芳賀（授業ガイダンス、ベトナム現代小史、現地フィールドワーク）   

小山道夫（非常勤講師）14時間 （ベトナム語初歩のほか、現代ベ

トナムの教育制度、福祉制度、平和問題等の講義）  

４ 履修対象学生 人・教・情・理・工・農２～３年生  計１５名 

（希望者多数の場合は履修志望レポートをもとに選抜） 

５ 授業の目標・ねらい 

  アジアに対する関心をもつ学生が、アジアの１国であり、近年日本との関係が急速

に強まっているベトナムを訪問し、ベトナム戦争体験者からの聞き取り調査や山岳少

数民族との１日交流をはじめ、現代のベトナムの抱えるさまざまな問題を現地フィー

ルドワークおよび講義を通して主体的に学び、平和について考えるとともに、国際的

感覚を身に付けることを目的とする。 

６ 具体的な授業計画 

１ 授業ガイダンス（４月 16日）                   芳賀 

現地でのフィールドワークの詳細等の説明、現代ベトナムの歴史と文化（入門編） 

 ＜8/7出発、8/8～8/12 現地での学習、8/13帰国＞  

 ２～３ ベトナム語初歩の学習                     小山 

 ４～８ 現代ベトナムの政治経済、社会保障制度、教育制度、農業事情等  小山 

 ９～１５ フエ市およびその近郊でのフィールドワーク、施設見学、交流  芳賀 

   （子供の家訪問・交流、日本語学科の大学生との交流、ベトナム戦争体験者への 

インタビュー、近郊農村への訪問、山岳少数民族との交流等） 

７ 成績評価の方法と基準 

 成績は、現代ベトナム事情に関するレポートおよびフィールドワーク報告書の内容で

評価する。授業の性格上、全日程の参加を必須とする。 

８ 教科書・参考書  ４月の第一回目の授業ガイダンスのときに紹介する。 

９ その他 

（講義と実習の複合授業における授業時間数） 

 1～8までの授業時間（講義）は 16時間の学修をもって充て、9～15までの授業時間

（フィールドワーク）は 28時間の実習をもって充てる。 

（渡航費用および現地での１週間にわたる滞在費用） 

自己負担とする。 約 12万円程度（詳細は初回授業のときに説明） 

 

 以上から、この授業の目的や性格はある程度理解していただけるかと思います。わた

しとしては、＜ベトナムを見る＞とか＜ベトナムを学ぶ＞というように、その国を観察

の対象としてとらえるのではなく、あくまでその国から学ぶという姿勢を明確にしたい

と考えたわけです。 

 

２）古都フエでの学習 

 シラバスに示した学習項目のうち、もっとも重点を置いたものが２つありました。そ

れは、ベトナム戦争体験者による証言と山岳少数民族との交流です。わたしたちが滞在

したベトナム中部のグエン王朝の都であった古都フエは、戦争時は南ベトナムの都市で

したが、北との国境に近く戦略上の要衝の地でした。そのため、ここは北ベトナム軍や

南ベトナム解放戦線（ベトコン）に協力して南ベトナム政府軍やアメリカ軍と闘った多

くの農民・市民がいました。戦争当時若者だった方達も現在６０才前後になっており、

人口に若者が占める率の高いベトナムにおいて今や小数派で、戦争体験を語る機会もほ

とんどないのが現状だそうです。そうした方達３名が若い日本の学生達に、自らの当時

の想いを語ってくれました。 

 下の写真にあるように、男性２人は農民出身の解放戦線の軍人で、現在は地区の共産
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党委員長および副委員長という要職にある方々です。もうひとりの女性は当時学生で前

線と市街地の情報伝達を担い、現在は「こどもの家」の所長をなさっています。両親が

殺されたことから戦闘に参加したこと、投獄され拷問をうけたこと、摘発の危険を顧み

ず米軍展開場所の情報等を山岳地域に潜むゲリラ軍に伝達した経験を語ってくれまし

た。もとより私たちはベトナム語がわからないので、通訳のバオ・ミンさんを通しての

理解でした。 

 

（写真右手の立っている方が地区委員長、その右の座っている方が副委員長、中央の女

性が「こどもの家」所長のセンさん、その左の立っている男性が通訳のミンさん、左端

が小山氏） 

 

３）少数民族との交流  

 ベトナムではキン族が多数派で、全人口の 85％ほどを占めていますが、南北に長い

国土の山岳地帯には、20 ほどの少数民族が存在します。反政府活動を煽動することを

危惧する政府は、外国人との接触を認めてはいないとのことですが、今回は小山さんの

紹介で訪問が実現しました。私たちはフエから車で３時間ほどのところに 200世帯ほど

が生活している少数民族と交流することができました。伝統衣装を身にまとった娘さん

や青年たちによる舞踊への返礼として、こちらからはよさこいソーラン踊りを学生２人

が披露しました。また、綱引きや縄跳びに大勢が楽しく参加した後で、自家製の焼酎と

料理で歓迎の小宴を催してくれました。４時間ほどたのしく交流して、なごりを惜みつ

つ帰途につきました。 
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４）継続するための課題 

 外国に行って学ぶという科目の性格上、学生には飛行機代と宿泊費用を負担してもら

わなければならないという問題はありますが、これは当面やむを得ないでしょう。時期

的に航空運賃が高く、学生達には予定費用を若干超える負担となってしまったことは申

し訳なく思っています。しかし、今後、ベトナムに限らず、やはり本学の連絡事務所が

設置されたタイやインドネシア、あるいはその他のアジア諸国に出かけていき、現地で

学ぶ授業が企画・実施されることを期待しています。継続するのであれば、改善しなけ

ればならない課題はあるものの、このような科目開設そのものは大いに意義があると思

うからです。 

しかし、企画し科目責任者として体験した者から忌憚なく言わせてもらうなら、９月

入学の導入との相対として全学をあげて推進した（とわたしは了解したからこそ開設し

た）のであれば、学生の送り出しに責任を負う部署の関与が全くなかったことは極めて

遺憾です。本科目に対する執行部レベルでの確認と支援、さらには支援事務の指揮命令

系統の確認が不可欠と思います。今夏の実施が最初で最後とならないためにも、全学的

取組をお願いするものです。 
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サイトマップ

教員･研究課題の検索    キーワード 6全学部から 準備中

東海イノベーションネットワーク HOME＞東海iNET 

概要 

役割 

体制 

スタッフ紹介 

連絡先 

活動報告 

東海iNETとは 

 静岡大学では、平成２０年度に文部科学省の産学官連携戦略展

開事業（戦略展開プログラム）に採択され、豊橋技術科学大学と共

同で「東海イノベーションネットワーク（東海i NET）」の構築を行っ

ています。 

 東海i NETは、静岡県から愛知県東部に至る地域の産業発展・

イノベーション創出のためにバリューチェーンを構築し、地域の参

加研究機関が保有する知的財産の産学官連携による活用を支援

するものです。  

東海i NETでは、地域イノベーション創出のためのネットワーク拠

点として、 

  異分野融合連携 

    県境を越えた地域連携 

      国公私立大学間連携 

        事業化支援 

          産学連携人材育成       に関する活動を行っ

ています。 

 

東海iNETの連携大学等 

 

 

概要

Copyright © Innovation and Joint Research Center, Shizuoka University.All rights reserved

1/2 ページ東海イノベーションネットワーク｜静岡大学産学連携

2010/06/11http://www.cjr.shizuoka.ac.jp/inet/index.html
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拠点
若手研究者（テニュア・トラック）

拠点
若手研究者（テニュア・トラック）

指導・助言

役割：
各審査基準の策定。
テニュア･トラック制
度全般についての
評価・改善方策の
立案 等

人材システム
検討委員会

（学外の国際的な

専門家を含む）

メンター
アドバイザー

アドバイザリー
委員会

サポート

役割：
テニュアトラック教員の公募、審査、年次評価、
テニュア教員の採用審査 等

テニュア審査委員会※

専門委員会B※

教 育 戦 略 会 議

人材システム改革特区

人 材 シ ス テ ム 改 革 推 進 本 部

役割：基本方針
部局間の調整 等

本部長：研究・情報担当理事
構成員：部局長（創造科学技術大学院、電子工学
研究所、情報学部、理学部、工学部、農学部、人
文学部、教育学部、法務研究科）

研 究 戦 略 会 議

※学外の国際的な専門家を含む

専門委員会A※
・・・案件ごとに

設置

総括責任者 ： 学長

国際交流
センター

相談

静岡大学テニュア・トラック制度の推進体制

部局

連携・協力

拠点リーダー
サブリーダー

若手研究

 
者支援室











女子中高生の理系進路選択支援事業女子中高生の理系進路選択支援事業女子中高生の理系進路選択支援事業女子中高生の理系進路選択支援事業    

１．事業の目的 

女子中高生の科学技術分野に対する興味・関心を喚起し、理系への進路選択を支援する。 

 

２．事業委託元機関 

 平成 20 年度：文部科学省  平成 21 年度：科学技術振興機構（JST） 

 

３．事業実施機関 

 静岡大学 工学部・電子工学研究所 

 

４．事業内容 

 地域の女子中高生及び保護者、教員を対象に、学内（浜松キャンパス）における講演会や実習教

室を開催し、また地元企業の見学会を実施する。これらにより女性の理系進路に関する情報提供を

行うとともに、女子中高生と女性研究者・技術者・理系学生との交流の機会を提供する。 

・講演会の開催 

科学技術分野で活躍する女性研究者・技術者や現役女子大学生による講演会を開催して、科学技

術に関する知識や女性の理系進路に関する情報を提供する。 

・実習教室の開催 

女子中高生が日頃関心を持っている事柄を題材に、その中身を知り自分の手で操作・製作する実

習を行う。動作原理とそれを実現する機構を理解することにより、対象の本質をつかむ力を養い、

また自ら製作することにより工夫する力を養う。 

・企業見学の実施 

実習に関連する地元企業を見学することにより、地域ものづくり産業への認識を深める。また企

業見学を通じて女性技術者の話を聞き、女性が活躍している現場を直に知ることにより、やりがい

のある理系人生を実感する。 

 

事業を実施した平成 20 年度、21 年度における具体的な内容の概略を下表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 20年度夏 平成 20年度冬 平成 21年度夏 平成 21年度冬 

講演・実習 実施日： 
8/1(金)～3(日) 

学外講演者所属： 
浜松ホトニクス 

実習テーマ： 
(A),(B),(C) 
 

実施日： 
12/22（月） 

学外講演者所属： 
千葉工業大学 

実習テーマ： 
 (C) 
 

実施日： 
8/8(土)～9(日) 

学外講演者所属： 
大阪府立産業技
術総合研究所 

実習テーマ： 
(D),(E),(F) 

実施日： 
12/23(水・祝) 

学外講演者所属： 
浜松科学館 

実習テーマ： 
(E),(G) 
 

企業見学 実施日・見学先： 
・8/5(火) ポーラ化

成工業 袋井工場 
・8/19(火) 浜松ホト

ニクス 中央研究
所 

 実施日・見学先： 
・8/27(木 ) 浜松

ホトニクス  電
子管事業部 

・8/28(金 ) FDK
エナジー，FDK
湖西工場 

 

参加人数 38 名（中学生 11 名、
高校生 21 名、教諭 3
名、保護者 3 名） 

12 名(高校生 8 名、
教諭 3 名、保護者 1
名） 

53 名（中学生 26
名，高校生 24 名，
教諭 1 名，保護者 2
名） 

11 名 （中学生 5
名，高校生 5 名，保
護者 1 名） 

実習テーマ：(A) プリクラになって自分を撮ってみよう！ (B) オリジナル携帯電話ストラップを作ろう！ 

      (C) お肌の健康診断：あなたの肌と血管は若い？(D) マニキュア感覚で薄型テレビをつくろう 

      (E) ペットボトルを原料に戻そう！(F) あなたの体温で電気を起こそう！(G) 光るストラップを作ってみよう 
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海外フィールドワーク演習 

Practice in field works abroad 

 

担当教員：水永 博己 

分担教員：瀧川 雄一・八幡 昌紀 

 

クラス 共生バイオ・応用生物化学・環境森林 

学期 通年/ 必修選択 選択/ 対象学年 2年/ 単位数 1/ 曜日・時限 集中 

キーワード 熱帯農業・熱帯雨林生態系修復・熱帯地域の食品加工 

 

授業目標 

 1：熱帯地域における農業・森林再生・食品加工について理解を深め、自然環境や社会環境が

食糧生産や環境保全のシステムに及ぼす影響について学ぶ。 

 2：農林業や食糧生産の専門科目を海外の学生とともに学び交流することで、海外における専

門関連のコミュニケーション能力を身につけ、海外でのフィールドワークのノウハウを学ぶ。 

 

学習内容 

 インドネシアガジャマダ大学と協力して、現地での農林業・食品加工の実態を学ぶ 

 森林再生の現場や伝統農場において現地の学生とともに実習を行い、学生間のコミュニケーシ

ョンを通じて海外でのフィールドワークのノウハウを学ぶ。 

 

授業計画 

1：インドネシアの歴史と自然環境 （国内講義） 

2：海外での安全なフィールドワーク （国内講義） 

3：インドネシアの農林業 （現地講義） 

4：海岸農業・オイル工場の視察 

5：熱帯林の再生と森林内実習 ワナガマ演習林 

6：熱帯の森林 （現地夜間講義） 

7：伝統農業とファームステイ 

8：熱帯農業実習 

9：農園視察 

10：発表会 （国内講義） 

受講要件 

 海外でフィールドワークを行うため心身ともに健康であり、パスポート・ビザ等の取得が可能

なこと。父母または保護者の同意があること。海外傷害保険に加入すること。人数が多い場合人

数制限を行うことがある。また参加者が 5 名未満の場合には中止することがある。渡航経費は

自己負担とする。講義は 10月初旬の通常講義期間中に行うので、他の講義科目の担当教員と本

実習受講について協議しておくこと。 

 

テキスト・参考書なし 

予習 渡航前に日本の農林業や自分の専門課程について英語で簡単な説明ができるようにして

おくこと。 

成績評価 

 フィールドでの実習態度 50％ 

 グループ発表会     30％ 

 レポート  20％ 

オフィスアワー 実習期間中は随時可。実習前後はメール等でアポイントをとってほしい 

 

  

 



国　際　交　流

)NTERNATIONAL฀%XCHANGE

■海外留学派遣学生数
OUTBOUND฀STUDENTS

▼大学間協定に基づく交換留学 (派遣 )
EXCHANGE฀STUDENTS฀BASED฀ON฀5NIVERSITY฀!GREEMENTS�OUTBOUND	

大学名
5NIVERSITIES

国名
#OUNTRIES

平16
����

平17
����

平18
����

平19
����

平20
����

計
4OTAL

ネブラスカ大学オマハ校
5NIVERSITY฀OF฀.EBRASKA฀AT฀/MAHA

アメリカ
5�3�!� 3 2 2 1 1 9

アルバータ大学
5NIVERSITY฀OF฀!LBERTA

カナダ
#ANADA 1 2 1 1 1 6

朝鮮大学校
#HOSUN฀5NIVERSITY

韓国
+OREA 1 1 2 4

浙江大学
:HEJIANG฀5NIVERSITY

中国
#HINA 1 2 1 1 5

ナンシー第 2大学
.ANCY฀�฀5NIVERSITY

フランス
&RANCE 2 2 1 3 8

ブッパタール大学
7UPPERTAL฀5NIVERSITY

ドイツ
'ERMANY 1 1

嶺南大学校
9EUNGNAM฀5NIVERSITY

韓国
+OREA 1 1

アレクサンドル アイオアン クザ大学
!LEXANDRU฀)OAN฀#UZA฀5NIVERSITY

ルーマニア
2OMANIA 2 2

コメニウス大学
#OMENIUS฀5NIVERSITY

スロバキア
3LOVAKIA 2 2

ゴメル国立大学
'OMEL฀3TATE฀5NIVERSITY

ベラルーシ
"ELARUS 1 1

計
4OTAL 5 9 7 5 13 39

浙江大学 (中国 )
:HEJIANG฀5NIVERSITY（China）฀

コメニウス大学 (スロバキア )
#OMENIUS฀5NIVERSITY（Slovakia）฀

ネブラスカ大学オマハ校 (アメリカ )
5NIVERSITY฀OF฀.EBRASKA฀AT฀/MAHA（U.S.A.）฀

▼ ILUNOネブラスカ大学オマハ校集中英語学習プログラム
)NTENSIVE฀,ANGUAGE฀0ROGRAM฀AT฀THE฀5NIVERSITY฀OF฀.EBRASKA฀AT฀/MAHA

大学名
5NIVERSITIES

平16
����

平17
����

平18
����

平19
����

平20
����

計
4OTAL

ネブラスカ大学オマハ校
5NIVERSITY฀OF฀.EBRASKA฀AT฀/MAHA 7 6 7 8 14 42

2008 朝鮮大学校夏季短期留学
3UMMER฀4OUR฀TO฀5NIVERSITY฀OF฀#HOSUN（����）฀

▼夏季短期留学
3UMMER฀4OUR

大学名
5NIVERSITIES

平16
����

平17
����

平18
����

平19
����

平20
����

計
4OTAL

ネブラスカ大学オマハ校
5NIVERSITY฀OF฀.EBRASKA฀AT฀/MAHA 9 19 14 23 14 79

アルバータ大学
5NIVERSITY฀OF฀!LBERTA 22 12 15 17 16 82

朝鮮大学校
#HOSUN฀5NIVERSITY 16 16 8 5 6 51

計
4OTAL 47 47 37 45 36 212

2008 ネブラスカ大学オマハ校
夏季短期留学
3UMMER฀4OUR฀TO฀5NIVERSITY฀OF฀
.EBRASKA฀AT฀/MAHA（����）฀

2008 アルバータ大学
夏季短期留学
3UMMER฀4OUR฀TO฀5NIVERSITY฀OF฀!LBERTA（����）฀

（年度）

（年度）

（年度）
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